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催
　
し

『
文
化
の
薫
り
た
か
い
川
辺
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
』　

〜
文
化
協
会
川
辺
支
部
自
主
文
化
事
業
〜

■
日
時
＝
平
成
29
年
１
月
22
日（
日
）

　
　
　
　
開
場
：
午
後
０
時
30
分

　
　
　
　
開
演
：
午
後
１
時　

■
場
所
＝
川
辺
文
化
会
館

■
出
演
者
＝
南
九
州
市
文
化
協
会
川
辺

支
部
文
化
協
会
員　
他

■
出
演
内
容
＝
歌
謡・舞
踊

■
前
売
り
券
＝
一般　
１
０
０
０
円　

■
前
売
り
券
販
売
所
＝
川
辺
文
化
会

館・川
辺
支
部
文
化
協
会
員

■
販
売
開
始
＝
12
月
12
日（
月
）

■
主
催
＝
南
九
州
市
文
化
協
会
川
辺

支
部

﹇
問
﹈川
辺
文
化
会
館

募
　
集

庭
園
管
理
講
習
受
講
者 

募
集

鹿
児
島
労
働
局
委
託
事
業「
シ
ニ
ア

ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
地
域
事
業
」で
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
て
い
る
55

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
し
た
技
能
講
習

を
行
って
い
ま
す
。

●
庭
園
管
理
講
習

■
期
間
＝
平
成
29
年
１
月
23
日（
月
）〜

31
日（
火
）※
土・日・祝
を
除
く

■
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

は
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
差
し
上
げ

ま
す
）

■
対
象
者
＝
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

■
申
込
方
法
＝
席
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、１
月
18
日(

水)

ま
で
に
電
話
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
当
日
受
付
も
可
能
で
す
。

 ﹇
担
当
﹈川▢ 

長
寿
介
護
課 

地
域
包
括

支
援
係

　
頴 ▢・
知▢ 

支
所 

地
域
包
括
支
援
係

頴
娃
農
業
開
発
研
修
セ
ン
タ
ー

研
修
生 

募
集

■
条
件
＝
義
務
教
育
を
修
了
し
た
方

で
、農
業
で
自
立
し
よ
う
と
す
る
意

欲
が
あ
り
、原
則
と
し
て
45
歳
未
満

の
健
康
な
方
。ま
た
、新
規
就
農
研

修
生
は
５
０
０
万
円
以
上
の
自
己
資

金
を
保
有
す
る
こ
と
。た
だ
し
、市

長
が
認
め
た
場
合
は
そ
の
限
り
で
は

な
い
。

■
研
修
期
間
＝

○
長
期
研
修
：
４
月
１
日
か
ら
２
年
間

○
短
期
研
修
：
４
月
１
日
か
ら
１
年

間
、10
月
１
日
か
ら
１
年
間

○
品
目
別
研
修（
市
内
農
業
者
）：
６
カ

月
間　
※
随
時
受
入

■
研
修
品
目
＝
野
菜・花
き

■
研
修
の
費
用
＝
原
則
無
料

　
必
要
に
応
じ
て
一部
負
担
あ
り
。

﹇
問
﹈農
政
課 

総
合
研
修
係

　
（
頴
娃
農
業
開
発
研
修
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
０
９
９
３-

38-

２
８
８
１

葉
た
ば
こ
新
規
就
農
者 

募
集

県
内
有
数
の
葉
た
ば
こ
産
地
で
あ
る

南
九
州
市
で
、た
ば
こ
栽
培
を
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
対
象
者
＝
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
圃

場
を
有
す
る
55
歳
未
満
の
市
内
在
住

の
方（
葉
た
ば
こ
後
継
者
を
除
く
）

※
そ
の
他
、JT
と
の
面
談
が
あ
り
ま
す
。

■
研
修
期
間
＝
２
年
間（
農
業
経
験
者

は
１
年
間
）

■
研
修
場
所
＝
ひ
の
く
に
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー（
熊
本
県
合
志
市
）、耕
作
者

圃
場

※
新
規
就
農
奨
励
制
度
な
ど
が
あ
り
ま

す
の
で
、詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

﹇
問
﹈鹿
児
島
県
た
ば
こ
耕
作
組
合

　
☎
０
９
９-

２
６
０-

１
１
０
０

■
場
所
＝
清
水
岩
屋
公
園
キ
ャ
ン
プ
場

※
実
習
場
所
は
、別
途
案
内

■
内
容
＝
樹
木・花
木
の
剪
定・整
技

法
か
ら
庭
園
に
関
す
る
知
識
を
習
得

し
、緑
地
管
理
に
関
係
し
た
企
業
へ

の
就
職
を
目
指
し
ま
す
。

■
定
員
＝
20
人

■
受
講
料
＝
無
料（
テ
キ
ス
ト
含
む
）

■
対
象
者
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登

録
の
あ
る
55
歳
以
上
の
方

■
応
募
期
限
＝
平
成
29
年
１
月
10
日

（
火
）ま
で

■
応
募
方
法
＝
電
話
に
て
、ご
応
募
く

だ
さ
い
。

﹇
問
﹈（
株
）東
京
リ
ー
ガ
ル
マ
イ
ン
ド

　
☎
０
９
９-
２
１
４-

２
１
４
０

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

〜
認
知
症
につい
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
〜

認
知
症
に
つ
い
て
多
く
の
方
に
理
解

し
て
い
た
だ
き
、認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
を
見
守
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。内
容
は
、認
知

症
の
症
状
や
対
応
方
法
に
つ
い
て
の
講

話
、分
か
り
や
す
く
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
の
寸
劇
な
ど
で
す
。ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
日
時
＝
平
成
29
年
１
月
22
日（
日
）　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場
所
＝
ち
ら
ん
夢
郷
館

■
受
講
料
＝
無
料（
受
講
さ
れ
た
方
に
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お
知
ら
せ

請
求
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
〜
第
十
回
特
別
弔
慰
金
〜

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
の
方
へ、国
よ

り
特
別
弔
慰
金（
記
名
国
債
）が
支
給

さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
は
、担
当
係
に
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。

■
支
給
対
象
者
＝
平
成
27
年
４
月
１
日

を
基
準
日
と
し
て
、「
恩
給
法
に
よ
る

公
務
扶
助
料
」や「
戦
傷
病
者
戦
没
者

遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」

な
ど
の
受
給
者
が
い
な
い
場
合
、遺

族
か
ら
１
人
。

※
受
給
権
に
つ
い
て
は
、優
先
順
位
が

あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、担
当
係
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
支
給
内
容
＝
額
面
25
万
円
、５
年
償

還
の
記
名
国
債

■
請
求
期
限
＝
平
成
30
年
４
月
２
日

※
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
特
別
弔
慰
金

を
受
給
で
き
ま
せ
ん
。ご
注
意
く
だ

さ
い
。

﹇
担
当
﹈川▢ 

福
祉
課 

社
会
福
祉
係

　
　
　
知▢・
頴▢ 

支
所 

福
祉
係

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
は
、農
地・

農
道・農
業
用
の
用
排
水
路
と
い
っ
た

農
業
用
施
設
の
維
持
管
理
活
動
に
つ

い
て
助
成
金
を
交
付
す
る
国
の
制
度

で
す
。

具
体
的
に
は
次
の
活
動
な
ど
で
す
。

○
農
地
法
面
の
草
刈
り

○
水
路
の
泥
上
げ・草
刈
り

○
農
道
の
草
刈
り・路
面
維
持
な
ど　

こ
の
活
動
に
つ
い
て
は
、個
人
で
の
取

り
組
み
で
は
な
く
組
織
と
し
て
取
り
組

む
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く

は
市
ホ
ー
ム
ペー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

担
当
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
担
当
﹈頴▢ 

耕
地
林
務
課 

管
理
係

「
国
保
で
Ｈ
Ｏ
Ｔ
情
報
」

毎
週
水
曜
日
の
午
前
10
時
20
分
か
ら

（
６
分
間
）Ｍ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
で
放
送
中

国
保
に
関
す
る
情
報
や
市
町
村
で
行

わ
れ
て
い
る
健
康
づ
く
り
や
生
活
習
慣

病
予
防
な
ど
の
保
健
事
業
の
取
り
組
み

を
、担
当
者
の
声
を
交
え
な
が
ら
分
か

り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、国
保・介
護
保
険
の
制
度
や
し

く
み
、医
師
な
ど

の
専
門
家
に
よ
る

生
活
習
慣
病
の
発

症
予
防
や
重
症
化

予
防
な
ど
も
お
伝

え
し
て
い
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

﹇
担
当]

川▢ 

健
康
増
進
課 

保
険
係

平成 29年度　南九州市嘱託職員等登録者　募集
　南九州市では、平成 29年度の南九州市および南九州市教育委員会における臨時的な事務補助、技能、労務など
の職として従事する常勤嘱託職員および非常勤嘱託職員の登録者を募集します。
　この登録制度は、あらかじめ働きたい期間や職種などを登録いただいた方の中から、条件に合う方を選考し、審査
を経て雇用させていただく制度です。
●常勤嘱託職員は、南九州市の職員の勤務時間と同じ勤務時間で勤務します。
●非常勤嘱託職員は、１週間の所定労働時間が常勤の職員の労働時間に比べて短く、かつ、月14日以内勤務します。
■登録受付期間＝平成 29年１月４日（水）～１月31日（火）
■提出書類＝南九州市嘱託職員等登録申込書（総務課総務人事係、頴娃・川辺庁舎においては地域振興係に準備し
てあります。また、市ＨＰでダウンロードできます）
■提出方法＝総務課総務人事係（頴娃・川辺庁舎においては地域振興係）まで持参、または郵送してください。
■選考審査・雇用＝登録者の中から書類選考や面接などの審査を行い雇用します。（面接は２月に実施します）
※登録者多数の職種は、登録期間内に雇用されない場合もありますのでご了承ください。雇用予定の方には、市役
所から雇用通知書などにより連絡します。

■勤務条件など＝
（１）雇用期間：①常勤嘱託職員…６カ月以内（ただし、必要と認めるときは６カ月を超えない期間で更新すること

ができます）
 ②非常勤嘱託職員…６カ月以内
（２）勤務日：原則として毎週月曜日から金曜日（祝日を除く。職種により土日勤務を要する場合があります）
（３）勤務時間：午前８時 30分から午後５時 15分まで（職種により異なる場合があります）
（４）社会保険：健康保険法、厚生年金保険法、雇用保険法および介護保険法に定めるところにより加入していただ

くことがあります。
（５）年齢：65歳未満の方（ただし、職種により他に年齢制限を設けている場合があります）
（６）募集職種：一般事務、看護師、介護支援専門員、学校主事（用務員）、司書など南九州市嘱託職員等登録申

込書に記載してあります。
■その他＝賃金、職種、勤務条件などその他のお問い合わせは、担当係までお問い合わせください。

［担当］知▢ 総務課 総務人事係
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蜜
蜂
を
飼
育
す
る
全
て
の
方へ

■
飼
育
届
＝
蜜
蜂
を
飼
育
す
る
全
て
の

方
は
毎
年
１
月
末
ま
で
に
飼
育
届
の

提
出
が
必
要
で
す
。

■
転
飼
許
可
申
請
書
＝
採
蜜
ま
た
は

越
冬
の
た
め
に
巣
箱
を
動
か
す
場
合

は
、転
飼
の
２
カ
月
前
ま
で
に
転
飼

許
可
の
申
請
を
行
い
、許
可
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

衛
生
的
に
蜜
蜂
を
飼
育
す
る
た
め

に
、巣
箱
を
放
置
せ
ず
、日
頃
か
ら
蜜

蜂
や
巣
箱
を
観
察

す
る
な
ど
自
主
的

な
検
査
に
努
め
ま

し
ょ
う
。詳
し
く

は
、お
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

﹇
問
﹈南
薩
地
域
振
興
局 

農
政
普
及
課

☎
０
９
９
３-

52-

１
３
４
４

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

重
度
の
障
害
を
お
持
ち
の
方
が
、

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
医
療
機
関
に
支

払
っ
た
自
己
負
担
分
を
助
成
す
る
制
度

で
す
。

■
対
象
者
＝

①
身
体
障
害
者
手
帳
１・２
級
ま
た
は

療
育
手
帳
Ａ
１・Ａ
２
を
所
持
す
る

方
お
よ
び
知
能
指
数
35
以
下
の
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
３
級
か
つ
知
能
指

 ・ 

中
度
障
害
児（
２
級
）１
人
に
つ
き

　
月
額
３
万
４
３
０
０
円

■
支
給
月
＝
４
月
、８
月
、11
月

※
手
当
を
受
給
す
る
に
は
申
請
が
必
要

で
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
の
状
況
に

よ
っ
て
、必
要
な
書
類
が
異
な
り
ま

す
の
で
、詳
し
く
は
担
当
係
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

﹇
担
当
﹈川▢ 

福
祉
課 

障
害
福
祉
係

　
　
頴
 
▢・
知▢ 

支
所 

福
祉
係

相
　
談

か
ご
し
ま
就
農・就
業
相
談
会

農
林
水
産
業
な
ど
の
担
い
手
を
確
保

す
る
こ
と
を
目
的
に
就
農・就
業
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。鹿
児
島
で
自
然
を

相
手
に
働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
＝
１
月
14
日（
土
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
場
所
＝
か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン

タ
ー

※
予
約
は
不
要
で
す
の
で
、お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

﹇
問
﹈公
益
社
団
法
人 

鹿
児
島
県
農
業・

農
村
振
興
協
会

　
☎
０
９
９-

２
１
３-

７
２
２
３

移
動
援
護
相
談

戦
傷
病
者
や
戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族

に
対
す
る
援
護
や
軍
人
恩
給
に
関
す
る

疑
問
な
ど
に
つ
い
て
、県
庁
社
会
福
祉

課
の
職
員
が
、直
接
、相
談
に
応
じ
ま
す

の
で
、遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。な

お
、事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。相

談
内
容
に
関
す
る
資
料
を
お
持
ち
の
方

は
、当
日
会
場
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
相
談
内
容
＝

○
戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
す
る
特

別
弔
慰
金

○
戦
没
者
な
ど
の
妻
に
対
す
る
特
別

給
付
金

○
戦
傷
病
者
な
ど
の
妻
に
対
す
る
特

別
給
付
金

○
援
護
年
金

○
旧
軍
人
の
恩
給
や
扶
助
料

○
そ
の
他
、日
頃
か
ら
援
護
や
軍
人

恩
給
に
関
し
て
、疑
問
に
思
っ
て

い
る
こ
と

■
日
時
＝
１
月
19
日（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

■
場
所
＝
川
辺
文
化
会
館

﹇
問
﹈県
庁 

社
会
福
祉
課 

恩
給
係

　
☎
０
９
９-

２
８
６-

２
８
２
８

数
50
以
下（
療
育
手
帳
Ｂ
１
所
持
）

の
方

※
助
成
を
受
け
る
に
は
、申
請
が
必
要

で
す
。申
請
書
は
、診
療
月
の
翌
月
か

ら
起
算
し
て
６
カ
月
以
内
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
、担
当
係
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

[

担
当]

川▢ 

福
祉
課 

障
害
福
祉
係

頴▢・
知▢ 

支
所 

福
祉
係

特
別
障
害
者
手
当・障
害
児
福

祉
手
当・特
別
児
童
扶
養
手
当

◎
特
別
障
害
者
手
当・障
害
児
福
祉
手
当

在
宅
療
養
中
で
、常
時
特
別
の
介
護

を
必
要
と
す
る
障
害
者（
児
）に
対
し

て
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

本
人
お
よ
び
配
偶
者
な
ど
の
前
年
所

得
に
対
す
る
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

■
支
給
内
容
＝

 ・ 

特
別
障
害
者
手
当（
20
歳
以
上
）

　
月
額
２
万
６
８
３
０
円

 ・ 

障
害
児
福
祉
手
当（
20
歳
未
満
）

　
月
額
１
万
４
６
０
０
円

■
支
給
月
＝
２
月
、５
月
、８
月
、11
月

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当

20
歳
未
満
で
心
身
に
障
害
の
あ
る
児

童
を
扶
養
し
て
い
る
父
母
ま
た
は
養
育

者
に
対
し
て
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
支
給
内
容
＝

 ・ 

重
度
障
害
児（
１
級
）１
人
に
つ
き

　
月
額
５
万
１
５
０
０
円
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労
働
な
ん
で
も
相
談
会

労
働
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
や

疑
問
、ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
問
題
に
つ
い

て
県
の
労
働
問
題
相
談
員（
社
会
保
険

労
務
士
）が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
、秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

■
日
時
＝
１
月
17
日（
火
）

　
　
　
　
午
前
11
時
〜
正
午
、

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

■
場
所
＝
市
役
所
知
覧
庁
舎（
本
館

１
階
）

﹇
問
﹈県
庁 

雇
用
労
政
課

　
☎
０
９
９-

２
８
６-

３
１
８
８

特
設
人
権
相
談
所

特
設
人
権
相
談
所
は
家
庭
内（
結
婚
、

夫
婦
、親
子
、離
婚
、相
続
）や
隣
近
所
の

も
め
ご
と
な
ど
、日
常
生
活
全
般
の
人

権
問
題
に
つ
い
て
、人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

予
約
は
不
要
で
す
。相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
日
時
＝
１
月
27
日（
金
）

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所
＝
頴
娃
保
健
セ
ン
タ
ー

﹇
問
﹈鹿
児
島
地
方
法
務
局 

知
覧
支
局

　
☎
０
９
９
３-

83-

２
２
０
８

農薬の適正使用の徹底について（お知らせ）
　本市では、消費者の皆さんへ安心・安全・信頼される農産
物を提供し「南の食料供給基地」を目指す農業の取り組みを
推進しています。茶畑や野菜畑などで黄色い旗を見かけたら、
収穫間近の合図となりますので、収穫 10 日前の印か収穫中
とご理解いただき、生産者一人一人が農薬使用の注意を促し
ていただきますようお願いします。

［農薬使用に係る注意事項］
（１）農薬飛散防止対策。  
・収穫 10日前に黄色い旗を周囲に分かりやすい場所に設置。
・風向き、噴口の向きなどの確認。
・隣接ほ場における耕作者同士の事前情報交換が最も有効な
手段。

（２）表示ラベルを確認し、使用基準を遵守すること。
（３）散布後のノズルやホースなど散布器具は十分洗浄する

こと。
（４）最終有効年月の過ぎた農薬は使用しないこと。
（５）散布履歴は必ず記帳すること。

［生産物の出荷に係る注意事項］
（１）生産物の安全性チェックを徹底すること。
（２）生産履歴の出荷前確認を徹底すること。

［担当］頴▢ 農政課 生産流通指導係　知▢・川▢ 支所 生産振興係

～こんな時にマイナンバーが必要です～
　年が明けると、いろいろな
場面でマイナンバーを利用す
る場面が増えてきます。この
機会にマイナンバーカードの
申請をおすすめします。
※申請してから発行されるまで約１カ月かかります。

[ お問い合わせ ]マイナンバー総合フリーダイヤル
 0120 ‒95‒0178
 川 ▢ 市民生活課 市民係
◇学生◇
・奨学金の申請時に貸与先の機関へ
・アルバイトを始めるときにバイト先へ
◇就職◇
・源泉徴収票作成や雇用保険などの手続きで就職先へ
・税の確定申告などのときに税務署へ
◇退職後など◇
・雇用保険の失業など給付の手続きでハローワークへ
・福祉や介護の手続きで市役所へ
◇子育て◇
・児童手当、出産育児一時金、保育園など入園の申請
時に市役所や健康保険組合へ

市営温泉施設の年末年始営業時間
えい中央温泉センター
☎ 0993-36-3715

えい別府温泉センター
☎ 0993-38-2639

知覧温泉センター
☎ 0993-83-3326

ふれあいセンター
わくわく川辺
☎ 0993-56-6288

アグリ温泉えい
☎ 0993-36-3535

平常営業時間 午前 10 時～午後 10 時 午前 10 時～午後 10 時 午前 10 時～午後 10 時 午前 10 時～午後 10 時 午前 10 時～午後９時

平成 28 年
12月31日（土） 午前 10時～午後６時 午前 10時～午後６時 午前 10時～午後６時 午前 10時～午後６時 平常どおり

平成 29 年
１月 １日（日） 午前 10時～午後６時 午前 10時～午後６時 平常どおり 平常どおり 平常どおり

２日（月） 平常どおり 平常どおり
（定休日を4日に振替） 平常どおり 平常どおり 平常どおり

３日（火） 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり 平常どおり

みほみほみほみほみほみほみほみほみほみほみほみほみほみほみほみほみほみほ んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
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　平成 27 年 10 月に実施されました「平成 27 年国勢調査」の
結果（確定数）が総務省ホームページで公表されました。
　これは、５年に一度全ての人と世帯を対象に行われる最も重
要な統計調査で、さまざまな施策の基礎データとして役立てら
れます。
　市町村（旧町）別人口および世帯数のほか、さまざまな結果
が公表されています。詳しくは、総務省ホームページ
（http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2015/）をご覧ください。

　今回の国勢調査で調査員
に従事された大城光高さん
が総務大臣表彰を受賞され
ました。
　大城さんは「思いがけな
い受賞で恐縮しています。
一生懸命取り組んだかいが
ありました」と話しました。
　調査員や指導員として従事された方、また統計
調査の回答をされた方、ご協力ありがとうござい
ました。

全国の年金事務所で年金の予約相談を実施し
ています！
ご予約いただくと・・・・
① お客さまのご都合にあわせて、スムーズに相談できます。
② 相談内容にあったスタッフが事前に準備し、丁寧に対応し
ます。
＊予約相談の実施時間帯は、8：30～16：00（月～金曜日）で
す。予約の申し込みは「ねんきんダイヤル」へ。

 0570-05-1165
　○予約相談希望日の１カ月前から前日まで受け付けしています。
　○ご連絡の際は、基礎年金番号の分かる年金手帳や年金証
書をご準備ください。

　○お近くの年金事務所でも受け付けしています。

年 金 だ よ り

〇1月12日（木）枕崎市市民会館
〇1月19日（木）ちらん夢郷館
〇1月26日（木）南さつま市役所スタジオ21
※相談時間は各会場、午前10時～午後３時

　本人以外が相談する場合、委任状が必要です。
他市の相談所でも相談可能です。移動年金相談
は完全予約制のため、１週間前までに鹿児島南
年金事務所へ予約してください。その際、基礎年
金番号を尋ねられますので、年金手帳や年金証
書をご準備ください。

移動年金相談所

年金について分からないことがありましたら、担当係か近くの年金事務所へご確認ください。
　【お問い合わせ】　川▢市民生活課 市民係、　頴▢・知▢支所 市民係
　 鹿児島南年金事務所　☎099-251-3111　　日本年金機構ホームページ　　http://www.nenkin.go.jp/

平成 28年度南九州市体育協会 表彰
　平成 28年 10 月９日（日）に開催予定でありました第８回南九州市体育大会の中止に伴い、大会内で南九州市体育協
会表彰を行うことができませんでした。よって、今年度表彰された方々を紹介します。（敬称略）
 【体育協会功労者】
 ・勝目校区公民館　上野　隆幸　　　・川辺町弓道部　鮫島　宗昭　　　・浮辺校区公民館　塗木　勇三

 【社会体育優良団体】
 ・頴娃町別府グラウンド・ゴルフ同好会

　表彰された皆さまの、今後のさらなるご活躍に期待いたします。

【優秀スポーツ選手・団体】
・樟南高等学校２年　折尾　昂靖
・鹿児島工業高等学校３年　竹内　宏誉史
・神村学園高等部３年　川之上　舞子
・頴娃中学校３年　手塚　心結
・頴娃中学校３年　松尾　郁哉

・頴娃中学校３年　濵田　奈那実
・頴娃中学校２年　満永　脩斗
・別府中学校３年　倉村　大地
・別府中学校１年　倉村　空
・川辺高等学校　なぎなた部

［担当］川▢ 保健体育課 スポーツ推進係

［担当］知▢ 企画課 広報統計係

“ 国勢調査 ”の結果が公表されました
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平成29年の申告
が始まります 住民税・国民健康保険税などの申告
平成29年の住民税・国民健康保険税などの申告を平成29年２月８日から開始します。各対象地域の日程や会場などについて

は、平成29年１月に各世帯へお知らせします。
対象地域の会場で都合の悪い方は、どちらの会場でも申告できますので、都合のつく会場へお越しください。
また、昨年所得税の確定申告をした方につきましては、平成28年分の社会保険料（国民健康保険税、後期高齢者医療保険料、
介護保険料）の納付確認書を平成29年１月中旬頃送付しますので申告する際にご利用ください。
なお、マイナンバー制度開始に伴い、今度の申告からマイナンバーカードが必要ですので、印かん（認印可）と忘れずにお持ち
になって会場にお越しください。
※マイナンバーカードをお持ちでない方は、通知カードと運転免許証などの身元確認書類をお持ちください。
　詳しくは、１月に届くお知らせをご覧になるか、担当係にお問い合わせください。

[担当] 頴▢税務課 市民税係

[担当]川▢ 教育総務課 学校再編係

◆田代小学校、平成 31年度から川辺小学校へ再編◆
　11月７日に田代小学校統合委員会より、田代小学校を平成 31年度から川辺小学校へ
再編する要望書の提出を受けました。
　田代校区では、田代小学校統合委員会において、児童数が減少する中、地域で学校の
あり方についての検討を重ね、子どもがより豊かな教育を受け、たくましく成長してい
くために、総合的な見地から再編が望ましいという結論に至りました。
　市としては、地域の要望を真摯に受け止め、田代小学校を平成 31年度から川辺小学
校へ再編し、児童の安全な通学手段の確保や川辺小学校との積極的な交流活動を支援し
ていくこととします。

◆新生「頴娃中学校」の新しい制服などが決まりました◆
　頴娃地区統合中学校開設準備委員会制服部会において、６
月から 11 月まで協議・選定を行い、11 月 18 日の第 13 回
頴娃地区統合中学校開設準備委員会において、新生「頴娃中
学校」の新しい制服や体操服などを決定しました。
　新しい制服や体操服などについては、平成 29年度の頴娃
中学校、別府中学校、青戸中学校の新１年生から導入され、
平成 31年度の新生「頴娃中学校」開校時には、全員が同じ
制服などでスタートすることになります。 女子冬服

39,900 円
女子夏服
17,300 円

男子冬服
35,700 円

男子夏服
14,000 円

〇市ホームページにおいては、新しい制服などをはじめ学校再編に関する協議結果、経
過などの情報を掲載しています。 市ホームページ

学校再編

平成 28年度　全国学力・学習状況調査の結果について
１ 調査の目的

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、学校に
おける児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善などに役立てるため、毎年４月に小学６年生と中学３年生を対
象に行っています。

２ 調査の内容
　（１） 教科に関する調査
 （ア） 基礎的・基本的な知識・技能が身に付いているかどうかを見る問題（Ａ問題）

○ 今の学年で、ぜひ、身に付けておかなければならない知識・技能
○ 生活において必要であり、いつでも活用できるようになっていることが望ましい知識・技能など

 （イ） Ａ問題で身に付けた学力を「活用」して答えを導き出す問題（Ｂ問題）
○ 知識・技能などを生活のさまざまな場面に活用する力
○ 問題を解決するために予想を立て、実行に移し、評価・改善する力など

　（２） 質問紙調査
○ 児童生徒の学習意欲、学習方法、学習環境、生活に関する調査

▲沢津橋鉄盛委員長から市長へ要望書
が手渡されました。

12Minamikyushu City Public vol.109



３ 教科に関する調査結果
（１） 本市・県・全国の正答率（％）

（２） 調査結果の考察
【小学校】
全国・県と比較しても、全体的に若干低い数値が見られます。
国語では、特に正答率が低かったのは、小学校３年生で学習するローマ字に関する問題です。平仮名で表記されたもの

をローマ字で書いたり、ローマ字で書かれたものを正しく読んだりすることが苦手のようです。日常生活でのローマ字
活用が大切です。ローマ字を使う機会を増やしたいものです。
算数では、小数点のある数の足し算や文章問題による百分率（％）を使った問題の正答率が低かったです。児童一人一

人の学習課題やつまずきに応じた授業や教師の指導法の工夫・改善に取り組んでいきます。
【中学校】
全国と比較すると若干下回っていますが、県との比較では同等または若干上回っています。
国語では、漢字の定着が低いようです。文章作成の中で正しい漢字を書く機会を増やすようにしていきます。また、長

文から必要な情報を読み取って、自分の考えを述べることに課題があります。解決策として、読書活動の推進や日記や作
文を書く中で、意識して漢字や語句を使用することが重要ですので、各学校で重点的に取り組んでいきます。
数学では、文字式や比例・反比例のグラフの読み取りや作図の問題の正答率が低いです。また、文章問題を読み取り、式

を立てて解くことが課題です。生徒の意欲を高めるために指導法の工夫・改善を図るとともに、一人一人の実態に応じた
個別指導などを進めていきます。
４ 質問紙調査結果（一部抜粋）
【小学校】

〔小学生の質問紙調査の考察〕
全国・県平均に比べ、本市の児童は、本とのふれあい、家の手伝い、地域行事への参加などがよい状況です。また、上記以

外に、人が困っているときに進んで助けたり、人前で自分の考えや意見を発表したりすることも得意な児童が多いです。
ぜひ、中学生になっても、続けてほしいことばかりです。
一方、生活の基本である「起きる時間」が定まっていない児童が約半数います。また、難しいことに対して粘り強くや

り遂げることや家庭でのコミュニケーションが全国・県平均に比べ、やや低いです。まずは、「早寝・早起き・朝ご飯」の定
着を心掛けましょう。
【中学校】

〔中学生の質問紙調査の考察〕
全国・県平均に比べ、本市の生徒は、小学校６年生同様、本とのふれあい、家の手伝い、地域行事への参加などがよい状

況です。また、上記以外に、学級みんなで協力して何かをやり遂げ、うれしかった経験をした生徒が多いです。学校行事に
対して心を一つにして頑張る姿が多く見受けられます。
一方、小学校６年生同様、「起きる時間」が定まっていない生徒が約半数います。また、学校の宿題はしていますが、自分

で計画を立てて勉強している生徒が少なく、毎日授業の予習をやっている生徒は3.9％、復習をやっている生徒は14.1％
です。宿題以外の自主学習が定着できるようになることが大きな目標です。

［担当］川▢ 学校教育課 学校教育係

国語Ａ 国語Ｂ 算数／数学Ａ 算数／数学Ｂ

小６
全国平均 73 58 78 47
県平均 72 57 79 45
本市平均 71 54 76 44

中３
全国平均 76 67 62 44
県平均 74 64 60 41
本市平均 75 64 61 41

質　　問　　項　　目 全国 県 本市
図書室や地域の図書館に週１回以上行って、本を読んでいますか。 16.4 33.9 35.3
家の手伝いをしていますか。 35.1 39.4 42.8
今住んでいる地域行事に参加していますか。 39.1 47.8 67.6
毎日、同じくらいの時刻に起きていますか。 57.4 55.0 50.7
物事を最後までやり遂げて、うれしかったことがありますか。 71.9 70.4 62.4
家の人と学校での出来事について話をしますか。 52.4 53.9 48.0

質　　問　　項　　目 全国 県 本市
図書室や地域の図書館に週１回以上行って本を読んでいますか。 7.6 16.8 28.0
家の手伝いをしていますか。 21.9 25.5 25.4
家で学校の宿題をしていますか。 68.1 82.0 85.2
今住んでいる地域行事に参加していますか。 19.1 25.9 38.9
毎日、同じくらいの時刻に起きていますか。 55.9 55.8 50.2
物事を最後までやり遂げて、うれしかったことがありますか。 72.7 71.4 67.2
難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか。 19.0 15.6 11.9
家で、自分で計画を立てて勉強していますか。 16.0 14.1 11.3
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《
地
域
住
民
の
立
場
に
た
っ
て
、
地
域
の
福
祉
を
担
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
》

　

民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
地
方
公
務
員

で
す
。
ま
た
、民
生
委
員
は
児
童
福
祉
法
に
定
め
る
児
童
委
員
を
兼
ね
て
い
ま
す
。
給
与
の
支
給
は
な
く
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
る
も
の
で
、
任
期
は
３
年
で
す
。（
再
任
が
可
）

　

人
格
識
見
高
く
、
広
く
社
会
の
実
情
に
通
じ
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
熱
意
の
あ
る
人
な
ど
民
生
委
員

法
に
規
定
さ
れ
た
要
件
を
満
た
す
人
が
、
市
町
村
に
設
置
さ
れ
た
民
生
委
員
推
薦
会
に
よ
っ
て
都
道
府

県
知
事
に
推
薦
さ
れ
、
都
道
府
県
知
事
は
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
た
地
方
社
会
福
祉
審
議
会
に
意
見
を

聴
い
た
後
、
厚
生
労
働
大
臣
に
推
薦
し
、
厚
生
労
働
大
臣
が
委
嘱
し
ま
す
。

※
全
国
で
約
23
万
人
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

《
地
域
を
見
守
り
、
地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
、
専
門
機
関
へ
の
つ
な
ぎ
役
で
す
》

　

自
ら
も
地
域
住
民
の
一
員
と
し
て
、
担
当
の
区
域
に
お
い
て
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
の
安
否
確

認
や
見
守
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
声
か
け
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
医
療
や
介
護
の
悩
み
、
妊
娠
や
子

育
て
の
不
安
、失
業
や
経
済
的
困
窮
に
よ
る
生
活
上
の
心
配
ご
と
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
内
容
に
応
じ
て
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
の
専
門
機
関
と
の
つ
な
ぎ
役
に
な
り

ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
法
に
基
づ
く
守
秘
義
務
が
あ
り
、
相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

《
子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る
支
援
を
専
門
に
担
当
し
ま
す
》

　

主
任
児
童
委
員
は
、
子
育
て
を
社
会
全
体
で
支
え
る
「
健
や
か
に

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
に
、
平
成
6

年
1
月
に
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る
支
援

を
専
門
に
担
当
す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
で
、
全
国
で
2
万
1
千

人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
あ
っ
て
担
当
区
域

を
も
た
ず
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
連
携
し
な
が
ら
子
育
て
の
支

援
や
児
童
健
全
育
成
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

頴
娃
、
知
覧
お
よ
び
川
辺
地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
次
の

と
お
り
で
す
。

﹇
担
当
﹈川▢
福
祉
課  

社
会
福
祉
係

 

 
頴▢・
知▢
支
所  

福
祉
係

【 頴娃地域 】
担　当　地　区 氏　　名 電話番号

長崎・鬼口・前原・浜村 福　元　盛　光 36-1502
大久保（全）・平丹花 中　吉　昭　義 36-3255
浦芝原・志戸・山下 松　窪　久　夫 36-1379
瀬谷・栫山 瀬　川　純　廣 36-0476
麓１・２組（国道以東） 福　吉　玄　司 36-0528
麓３・４組（国道以西） 坂　口　光　幸 36-2849
三俣 古別府　信　廣 36-3055

高取・下門 鶴　留　克　孝 090-3604-
0754

中村・水之元 中　村　信　博 36-0335
春向（全） 藤　下　睦　子 36-2105
山脇・下薗・伊瀬知・赤崎 湯　田　初　雄 36-1610
永谷・飯山 永　谷　喜代子 36-2709
佃・粟ヶ窪 下　川　香代子 36-2213
牧渕・一氏 一　氏　末　子 39-0490
谷場・熊ヶ谷 下　窪　京　子 36-2688
雪丸 田　原　良　二 39-0221
木之元・坂上 内　田　智賀子 36-1456
下出・川原園・奥薗・山下 石　窪　福　代 36-2321
上出・鶴田 田　代　ヨビ子 38-2567
小長田・馬渡（全） 利　田　正　明 38-1075

担　当　地　区 氏　　名 電話番号
矢越 有　村　策　男 38-2326
吉崎・福留 福　留　時　春 38-1427
石垣 若　林　美　尊 38-0032
鶴成 佐　藤　昭　文 38-0003
次下 濵　崎　利　和 38-2409
東水成川 倉　村　知嘉子 38-2316
南組・岡村 鶴　留　ヒサ子 38-1948
東大川・南大川 上木原　いくよ 38-2461
北大川・西大川 米　滿　多喜子 38-0915
蓮子・摺木 蓮　子　　　務 38-2088

耳原（全） 山　元　幸　二 090-3077-
6948

小原・松永 小　原　廣　見 38-0890
上渕・只角 新　原　　　誠 39-0528
新牧 池　田　直　志 39-0027
折尾 下　野　良　一 39-0574
源川・加治佐・高吉 加治佐　　　堅 39-1512
青戸上・青戸中・青戸下 東　　　信　行 39-0539
尾曲・飯伏 飯　伏　健　二 38-2888
頴娃町内全域（主任児童委員） 瀧　　　常　子 38-0261
頴娃町内全域（主任児童委員） 湯　田　幸　二 36-1063

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た
】

〜
生
活
上
の
心
配
ご
と
、
困
り
ご
と
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
〜

※
市
内
に
は
、
１
１
５
人
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
７
人
の
主
任
児
童
委
員
が
い
ま
す
。

※
任
期
は
、
平
成
28
年
12
月
1
日
か
ら
平
成
31
年
11
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

▲ 各地域代表で委嘱状の伝達を受けた 池田直志
さん（右）、峰元喜美代さん（中央）、薗田眞弘
さん（左）
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【 知覧地域 】
担　当　地　区 氏　　名 電話番号

手蓑 ･池之河内 平　山　ちづ子 83-1224
後岳北・後岳南 枦　川　明　子 83-2868
桑代 ･小田代 ･後岳下 桑　代　秀　徳 83-3621
河上・上郡上 ･水垂 濵　川　久留美 83-4545
上郡中 ･上郡町 ･城馬場 ･本町 鮫　島　久美子 83-2005
中郡北 佐　多　波　江 83-3474
中郡町 徳　永　映　子 83-2721
中郡南 ･楠元 田　中　明　美 83-2935
打越 松　村　真由美 83-4761
ウッドタウン 江　平　和　代 83-3074
平成・打出口 待　木　藤　子 83-4706
下郡北・下郡南 赤　﨑　幸　一 83-4751
新町 吉　峯　好　弘 83-2063
山仁田・堤之原・上之町 折　田　律　子 83-3484
厚地 山　元　千　代 83-1837
迫瀬戸山・二ツ谷 小　磯　キクエ 84-0029
中須・枦場・横井場・林川・
牧永野・高星 小　宮　周　一 84-1612

中福良・樋与上 山　下　百合子 84-0131
横峯・松村・和田 内　門　忠　義 84-1674

担　当　地　区 氏　　名 電話番号
加治佐・浮辺（新田・上門） 朝　隈　博　子 84-2136
浮辺（田附・下門）・三反割 浮　邉　妙　子 84-1314
塗木・飯野 霜　出　靜　子 84-1973
瀬世上・瀬世向 江　平　作　夫 84-0015
瀬世下・瀬世町・瀬世中 西　迫　義　文 84-2116
上別府 ･平久保 峰　元　喜美代 84-0614
昭和・川床・善通・霜出 松久保　純　子 84-0806
松久保・共親・立山 堂　園　兼　見 84-1762
東垂水 ･西垂水・下塚 折　田　希　至 85-3224
松山 大　迫　　　廣 85-3019
菊永 菊　永　寛　恵 85-3191
大隣 大　隣　松　義 85-3039
上木原・中木原 園　田　邦　子 85-3631
仁田尾・中渡瀬 ･門之浦 木佐貫　明　美 86-2780
松ケ浦 平　野　薩　男 86-2337
東塩屋・竹迫 竹　迫　孝　一 86-2367
西塩屋 若　林　正　勝 86-2919
知覧町内全域（主任児童委員） 早　川　ヨリ子 84-0843
知覧町内全域（主任児童委員） 平　石　　　大 86-2172

担　当　地　区 氏　　名 電話番号
高田下・中の後・高田中福良・
中の前 大　坪　佐津子 56-0632

藤の下・上の後・上の前 原　口　幸　憲 56-0801
菊原・鉄山・城の前・城の後 中　禮　れい子 56-4516
宮小路・宮中福良 道祖田　　　保 56-1106
松崎 德　永　眞利子 56-2009
小野 南　部　貞　子 56-5365
今田下・今田上 本　田　信　子 56-6167
山添・中川原・宮下 前　田　悦　郎 78-3116
迎川原・向江町 内　村　佳　美 56-4731
島内・野崎中福良・迎方・荒殿 野　中　　　正 56-5243
楠原・仁之野 加　藤　健　二 56-5128
桑水流・木場田・田代・
南野元 藤　田　修　二 56-1929

松尾城・花園・桜元・小栗栖・
市崎野 大　塚　和　代 56-6153

神殿中服良の一部・神殿上 前　田　博　文 56-2082
神殿中服良の一部 ( 尾松 )・
神之下・下里 田　辺　昭　弘 56-6164

小崎・馬立・瀬戸山・軸屋 木　場　順　一 56-1686
古殿上・古殿下 薗　田　眞　弘 56-4023
野間里・野間大久保・大田尾 有　水　恵　子 56-0278
川辺町内全域 ( 主任児童委員） 山　崎　貴美子 56-1825
川辺町内全域 ( 主任児童委員） 古　市　博　信 56-3912
川辺町内全域 ( 主任児童委員） 鮎　川　ゆり子 57-3768

【 川辺地域 】
担　当　地　区 氏　　名 電話番号

横手町・川原町・本町・中央一 汐　満　美奈子 56-1606

中央二・諏訪下・天神坊 金　田　優　子 090-9580-
5310

平山上・平山中・平山六丁 有　村　昭　一 56-4746
稲荷町・松元 藤　田　肥佐子 56-1980
平山下 並　木　裕　子 56-5890
新町・中通 石　本　健　一 56-4372
今村・田部田六丁・島 東　　　利　文 56-5316
佐々良上・佐々良下・柞木・越原 大　薗　秀　己 56-4653
永田西・古市 川　野　たみ子 56-4842
永田中福良・永田上 山　下　節　夫 56-3212
大倉野・荒多・日吉 中　越　成　行 57-2852
天神・諏訪・大山 橋　口　　　幸 57-2185
原田・上村・下村・塩入・片平 内　門　よう子 57-3008
下之口・田畑・馬場 市　薗　喜久代 57-3936
麓・上之口 水　溜　たつ子 57-2346
牧之田・本門・有木 桐木平　ちづ子 57-3738
君野・山下 日　置　鐘　子 57-3802
上山田中福良 松　薗　和　博 57-2507
田の頭・小河路・土喰・屋敷平 橋　口　昌　子 57-3701
川原山・森山・諸麦・庭月野 庭月野　愼　一 57-2608
打木谷・田代・桐木平 田　代　房　子 57-3505
本別府大久保・深野木 北　　　千惠子 57-3430
川原・柳 川　原　順　子 56-4118
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■事 例■事■事■事■事■事■事■事■事■事 例 例 例 例 例 例
　オリンピック関連の団体　オ　オ　オ　オリンリンリンピッピッピック関ク関ク関ク関ク関連の連の連の連の連の団体団体団体団体 東京オ東京東京東京東京オオオオ

入場券入場入場入場入場入場券券券 300万円3030300万0万0万円円円円
頼んでいない頼ん頼ん頼ん頼ん頼んでいでいでいないないないない 同様の被同様同様同様同様の被の被の被の被の被

害害害害害
個人個人個人個人個人個人個人個人個人情報個人個人個人個人個人情報情報情報情報

犯罪犯罪犯罪犯罪犯罪犯罪犯罪犯罪犯罪グループのリスト犯罪犯罪犯罪犯罪犯罪グルグルグルグループープープのリのリのリのリストストスト

何度何度何度も電も電も電も電も電話話話話話何度も電話何度何度何度も電も電も電話話話 口口口
座を差し押さえ座を座を座を座を座を差し差し差し差し押さ押さ押さ押さ押さええええ

銀行銀行銀行銀行銀行銀行銀行名名名名名銀行名銀行銀行銀行銀行銀行名名名

東京オリンピックに便乗した詐欺的な電話に注意！！

●2020年に開催される「東京オリンピック・パラリン
ピック」に関連し、オリンピック関連の団体名をかた
る事業者からの詐欺的な電話に関する相談が寄せ
られています。今後も同様の勧誘が増える可能性が
あり、十分注意が必要です。
●話を聞いてしまうと、個人情報を聞き出されたり、金
銭を要求されたりする場合もあります。不審な電話
はすぐに切り、絶対に応じないようにしましょう。

●少しでもおかしいと思ったら、南九州市消費生活セ
ンター（☎83-2511）などにご相談ください。

（消費者ホットライン☎188）

ひとことアドバイス

　市では、納期限内に納めている大多数の皆さ
んとの公平性を確保するため、滞納処分を強化
し、滞納の解消に取り組んでいます。
　失業・病気などにより一度に納税することが困
難な方や収入がない方につきましては、随時、
納税相談を受け付けています。

［担当]収納対策課  収納対策係（頴娃庁舎本館２階）

28年度滞納処分状況・・・差し押さえを実施した件数

月
差 し 押 さ 
え を 実 施 
し た 件 数

内　　　　　　　　　訳
捜索

預貯金 給与 保険 不動産 その他

4～10月 264 225 6 4 0 29 1

（件）

消費生活１１０番

「市民ガイドブック」と「子育て支援ガイドブック」
～（株）サイネックスと共同発行～

　現在お持ちの「市民ガイドブック」は、平成 24年４月に発
行されています。それから４年余り過ぎ、行政情報などで現
況と異なっているものもあります。そのため内容を改訂したも
のを来年５月に発行を予定し、翌月に全世帯に配付します。
　また、子育てに関するさまざまな情報を分かりやすくまと
めた「子育て支援ガイドブック」も来年４月以降に関係世帯へ
の発行を予定しています。
　ガイドブックの発行までの経費は、市の財政負担は無く、
全て広告収入で賄われます。

○広告主の募集
　ガイドブックに掲載する広告を
募集するため、市内事業所などを
訪問します。ご理解とご協力をお
願いします。
　なお、広告掲載の申し込みにつ
いては、（株）サイネックス鹿児島
支店(☎099-253-6398)へ直接、
お問い合わせください。

▲  11月24日、本市と（株）サイネッ
クスとの共同発行に関する協定
書の調印式が行われました。

[ 担当 ]知▢総務課 行政改革推進係・川▢福祉課 児童福祉係

太陽光発電施設などに対するガイドラインを要望
　南九州市農業委員会の堀之内会長らが、市長室を訪
問して塗木市長へ太陽光発電施設などに対してガイド
ラインを策定するよう要望書を提出しました。
　農業委員会では、年々増加している太陽光発電施設
による農地の転用申請により、委員から周囲の農地へ
の影響や将来に向けての農地の確保に対しての不安な
どの意見が多くあり、農地転用だけではなく山林など
にも開発し設置している太陽光発電施設に対して、市
によるガイドラインの策定を求める決議がなされま
した。
　このガイドラインは、太陽光発電施設などを設置す
る方に対して、事前に
守るべき事を示して、
災害防止やそこに住む
方々への不安の解消を
図り、適正な太陽光発
電施設などの設置が行
われることを目的とし
ています。

［担当］頴▢ 農業委員会事務局 農政係 

▲ 市長へ要望書を手渡す堀之内会長
（中央）と今市委員（左）
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